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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
民
間
船
舶
借
り
上
げ
及
び
民
間
船
員
の
予
備
自
衛
官
任
用
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
太
平
洋
戦
争
に
徴
用
さ
れ
、
物
資
輸
送
や
兵
員
輸
送
等
に
従
事
し
た
民
間
船
舶
・
船
員
の
隻
数
と
人
数
及
び

当
該
船
舶
・
船
員
の
う
ち
戦
闘
行
為
に
巻
き
込
ま
れ
て
撃
沈
し
た
隻
数
並
び
に
犠
牲
と
な
っ
た
船
員
の
人
数
」
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
予
算
に
は
、
海
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
補
が
二
十
一
人
採
用
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
約
二
百
十

三
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
予
算
科
目
は
、
（
目
）
糧
食
費
、
（
目
）
予
備
隊
員
手
当
、
（
目
）
予
備
隊
員
招
集
等
旅

費
等
で
あ
る
。

海
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
補
に
つ
い
て
は
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育

訓
練
を
採
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
に
達
す
る
日
ま
で
の
間
に
十
日
間
受
け
る
も
の
と
し
、
教
育
訓
練
招
集
命
令
に
よ
り

招
集
に
応
じ
た
期
間
一
日
に
つ
き
七
千
九
百
円
の
教
育
訓
練
招
集
手
当
を
（
目
）
予
備
隊
員
手
当
か
ら
支
給
す
る
こ
と
等
を

一



想
定
し
て
い
る
。

三
の
①
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
平
成
二
十
八
年
度
に
防
衛
省
が
借
り
上
げ
（
契
約
）
予
定
の
民
間
船
舶
一
隻
を
運
航
す
る
」
の
具
体
的
に
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
防
衛
省
が
民
間
事
業
者
か
ら
船
舶
を
借
り
受
け
、
当
該
船
舶
を
海
上
自

衛
隊
の
使
用
す
る
船
舶
と
し
て
運
航
す
る
場
合
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
条
の
規
定

が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
海
技
士
を
要
し
な
い
。

三
の
②
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日
現
在
、
海
技
士
の
資
格
を
有
す
る
海
上
自

衛
官
は
六
百
七
十
九
人
で
あ
り
、
元
海
上
自
衛
官
で
あ
る
予
備
自
衛
官
で
あ
っ
て
海
技
士
の
資
格
を
有
す
る
も
の
は
八
人
で

あ
る
。

海
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、
自
衛
官
で
あ
っ
た
者
か
ら
採
用
す
る
こ
と
が
引
き
続
き
基
本
と
な
る
が
、
予

備
自
衛
官
の
採
用
の
対
象
者
を
拡
大
す
る
た
め
、
自
衛
官
で
あ
っ
た
者
で
な
く
と
も
、
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
所
定
の
教
育

訓
練
を
受
け
た
上
で
海
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛
官
と
な
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



四
の
①
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
民
間
船
舶
を
借
り
上
げ
、
訓
練
等
の
目
的
で
運
用
す
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
防
衛
省
で
は
、
従
前
か
ら
、
訓
練
等
の
所
要
の
た
め
民
間
船
舶
に
よ
る
輸
送
役
務
契

約
を
民
間
事
業
者
と
締
結
し
、
自
衛
隊
員
、
装
備
品
等
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
同

省
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
②
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
防
衛
省
が
借
り
上
げ
た
過
去
三
年
分
の
民
間
船
舶
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
防
衛
省
と
民
間
事
業
者

と
の
間
で
締
結
し
た
輸
送
役
務
契
約
に
基
づ
い
て
運
航
さ
れ
、
自
衛
隊
員
、
装
備
品
等
の
輸
送
を
行
っ
た
民
間
船
舶
の
隻
数

及
び
契
約
額
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
延
べ
九
十
一
隻
で
あ
り
、
合
計
で
約
十
七
億
円
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
平
成
二
十
八
年
度
に
借
り
上
げ
（
契
約
）
予
定
の
民
間
船
舶
」
は
、
同
省
に
お
い
て
平
成
二
十
七
年

度
中
に
民
間
事
業
者
と
契
約
締
結
を
予
定
し
て
い
る
「
民
間
船
舶
の
運
航
・
管
理
事
業
」
（
以
下
「
民
間
船
舶
の
運
航
・
管

理
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
民
間
船
舶
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
当
該
民
間
船
舶
の
隻
数
は
二
隻
で
あ
り
、

三



平
成
二
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
国
庫
債
務
負
担
行
為
と
し
て
約
二
百
五
十
億
円
を
計
上
し
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
に
お

い
て
は
、
当
該
国
庫
債
務
負
担
行
為
の
歳
出
化
経
費
と
し
て
約
十
三
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
民
間
船
舶
を
活
用
す
る
こ
と
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
民
間
船

舶
の
運
航
・
管
理
事
業
に
お
い
て
は
、
民
間
輸
送
力
の
活
用
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
輸
送
力
と
連
携
し
て
大
規
模
輸
送
を
効
率

的
に
実
施
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

予
備
自
衛
官
補
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の
志
願
に
基
づ
き
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
い
か
な
る
人
に
対

し
て
も
予
備
自
衛
官
補
と
な
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
い
。
御
指
摘
の
「
傭
船
契
約
」
及
び
「
当
該
事
業
者
に
対
し
、

当
該
船
員
の
予
備
自
衛
官
補
へ
の
志
願
を
条
件
に
付
す
」の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

予
備
自
衛
官
補
は
所
定
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
上
で
予
備
自
衛
官
と
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
民
間
船
舶

の
運
航
・
管
理
事
業
に
お
い
て
は
、
当
該
船
舶
の
船
員
と
な
っ
た
者
が
予
備
自
衛
官
補
に
志
願
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
、
又

は
予
備
自
衛
官
補
に
志
願
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
こ
と
で
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ
の
入
札
公
告
に
お
い

て
「
予
備
自
衛
官
を
希
望
し
な
い
で
、
・
・
・
船
員
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
事
業
者
双
方
は
、
そ
の
希
望
を
尊

四



重
し
、
国
は
予
備
自
衛
官
に
は
採
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
契
約
書
に
も
記
載
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

予
備
自
衛
官
補
と
な
っ
た
者
は
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
第
四
十
一
条
の
三
の
規

定
に
よ
り
服
務
の
宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の
教
育
訓
練
の
全
て
を
修
了
し
予
備

自
衛
官
と
な
っ
た
者
は
、
同
令
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
服
務
の
宣
誓
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
さ
れ
た
民
間
船
員
が
有
事
等
で
招
集
さ
れ
、
実
際
に
予
備
自
衛
官
と
し
て
従
事
し

て
い
る
状
況
に
お
い
て
犯
罪
等
の
服
務
規
程
違
反
を
行
っ
た
場
合
」
及
び
「
当
該
船
員
へ
の
罰
則
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、予
備
自
衛
官
が
自
衛
隊
法
第
七
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

同
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
関
係
政
省
令
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
衛
官
と
し
て
の
服
務
上
の
義
務
を
負
う
。

五


